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これから教員採用試験を受験しようとお考えの方の中には
いろいろな不安をお持ちの方もいらっしゃることかと思います。
しかし、
年齢や性別などで諦めてほしくないです。
大量採用時代の今こそ、受かるチャンスがあるのだと思います。
「三流大学、教師経験ほとんど無し、コネなし、30過ぎ、女子」
それでも受かるんです！
＃但し、社会人経験はありましたので、そこはアピールしました。
また、採用試験に向けて勉強したのが、今年の５月下旬でしたので、
勉強したのは、実質、ひと月半しかありませんでした。
その短期間でしたことを、以下に記します。

①ワンコさんの「教員採用試験五択テスト」を遊び感覚で何回も。
②ワンコさんお勧め、ランナー（小学校全科）、ポケットランナー（教職教養）を。
③“すごく薄い”参考書（高校受験用＊つまり中学生用）を丸暗記する勢いで。
　＃厚い参考書だと、その厚さに圧倒されて手付かずになりそうだったので。
④自分が中学生の時、高校受験で使った算数の問題集を解きなおす。
⑤苦手な理科は、友人にお願いして指導してもらう（４回ほど）。
⑥得意な科目は捨てる（勉強しない）。その勉強時間を他の苦手な科目の
　勉強時間に当てる。
⑦一日、十何時間の勉強を集中的にする。

考えてみると、私の性格上、何ヶ月もだらだらと勉強することは出来ないため、
この短期集中型が良かったのかもしれません。
人によって、向き不向きがあると思いますので、やはり、自分に合った勉強方法を
見つけるのが一つだと思います。
例えば、私は朝型ではなく「夜型」ですので、夜１０時から朝７時までは集中的に、ひたすら暗記したり問題を解いてました。
よく試験は朝なので、朝型に変えるほうがいい、という人もいますが、これは人に寄
ると思います。
私の場合、もし無理やり朝型に変えて勉強していたら、今の結果はないと断言できます。
また、採用試験に向けて早起きするのは、２日間ほどあればすぐに調整できます
（私の場合だけでしょうか？）。
それよりも、自分はどの時間帯が集中して勉強できるのかを知る方が大切な気がします。

免許取得のためＭ大学の通信学部に入学したのが今年の２月。
実際、通信の勉強をし始めたのは３月からです。
５月までは大学のレポート提出に追われたのですが（２０単位分のレポート提出で「免許取得見込証」を発行してもらえる）、このレポート作成が実は試験にすごく役立っていたのです。
レポート作成するのですから、教科書を徹底的に読みました。
そのため、全く教育用語が分からなかったのに、次第に分かるようになりました。
「道徳、生徒指導、特別活動・・・」といったものについては、特に採用試験の勉強はしませんでしたが、大丈夫でした。

今振り返ってみると、３月から５月まで勉強した通信の勉強と、５月下旬から始めた採用試験の勉強があったからこそ、受かったのかもしれません。
また、今までの自分の経験（社会人経験５年以上、バックパッカーで世界旅行、等の経験）もプラスになっていたと思います。

何事も経験は無駄ではありません。
他人が無駄と思われるものでも、無駄になっていないことの方が多いのです。
私は回り道をしました。沢山たくさん、回り道をしました。
でも、だからこそ、今の自分があるのだと思います。

そして、何よりも「ワンコさん」のＵＲＬを知ったのが大きかったです。
おかげで、Yahooの掲示板も知ることが出来ました。
小学校の教師をしている知人もあまりいなかったため、この掲示板もとても活用させてもらいました。

「子どもが可愛い、子どもが好きだ」、
この気持ちがあれば、いつか夢がかなう日がくると思います。

くまぷー７２より
cyo shin様

なーんも勉強しないで合格してしまったヤツからの合格体験記 。 参考になるかならないかはあなた自身で判断してくれ。

 まぁそもそも英語の教員になろうとしたのは、大学受験の時女子が多い英文科を選んだというのが始まり。しかし英語の実力はというと予備校の模試で偏差値40代前半（おいおい）。
ま、高校も底辺校だったからしょうがないけど。

 一浪して都内の夜間の英文科に合格。とりあえず２校受かったが、某H大だとなんか硬派っぽく女子が少なそうな印象だから、ミッション系の大学へ。まぁ女子にはことかかない四年間だったよ。で問題の教職はというと教育実習で高校を選ぶが自分の実力のナサを感じ、自然にドロップアウト。なんと実習辞退（ははは）。まぁしかたなく卒業後聴講生で大学に残り無事中学で免許取得。中学の英語は楽だね。というわけで大学生活を終える。

 で、実習中に聞いた話だと、Y市は英語の先生が足りないからすぐ非常勤になれる、ということ。これはおいしい、というわけで免許もらったらすぐ教育委員会へ出向く。簡単な面接を受
けて、２週間後くらいに決定。臨時的任用職員である。これで1年間食っていける。そしてその年の教採の要項に臨任経験３年間は、一次試験が論文にかわる。これもおいしい。というわけで3年間臨任としてがんばることにした。（この間なーんも勉強していないから当然不合格を繰り返すが）途中講師に格下げという屈辱を味わうが。

　そしてウン年目。一次免除の切符を手に入れるが不幸なことにその年から2年に下がっていた。まぁそれはよしとして。一次は本当に論文と指導案だけ。とにかく全部書ききった（とに
かく最後まで書けというアドバイスをもらっていた）。結果は合格。次に２次。また論文、それから実技試験はヒアリングと英語によるディスカッション。ヒアリングは半分以上聞き取れない。書いたのも自信がない。ディスカッションはこんなのがでることすら考えていなかったが、前日に英語面接の本を買ってそれを参考に、インターネットの翻訳サイトで、自分の志望
理由や動機、教育に関することを英語にしてまとめとにかく丸暗記。これはズバリあたった。次の難関は身体検査（とういうのも女の子から病気をもらい治療中であった）。恐る恐る尿検
査をする。最後に模擬授業と面接。これはウン年間の経験の蓄積があるし、面接官は偶然にも顔見知り。模擬授業も審査する側にオレの研究授業を見に来た委員会の人もいる。手ごたえあり。　というわけで合格してしまった。

　こんな感じで合格してしまったわけだが、アドバイスは一つ 。目標（ゴール）を見つけること。目標達成には手段を選ばない。オレの場合にはとにかく英語の力がなくても合格できる道
を選んだということである。時間はかかったが。
